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個人の市場価値の向上と生涯成長を支える

株式会社人財アジア 定期ニュースレター
岡村の最近の注目ニュース ビジネス予備校近況リポート B-EAT会活動報告

いつ始めても
遅すぎることはない。
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皆さんは、ご自身の
今の状況を振り返ってどう評価するか？
EAT ビジネス予備校の皆さんは既にご承知の通り、３月の予備校も卒業式もすべてキャンセル（実際には延期）
とした。先月末そんな第一報を流したら、数名の生徒の方から、すかさず「この機会を考える時間に充てる」との
前向きな返信を頂き、とても嬉しかった。この一年間協学してきた甲斐があった。
もちろん、頑張ってきた仲間とともに、いまこの節目で健闘をたたえ合いたいという気持ちは私も強い。
でも、我々は、生涯学習を通じて永続的成長を目指しているのだ。ふと冷静になれば、迷う余地はない。

今回の市場の混乱をうっすらとでも覚悟していた人は、逆に勝負に出てよい。
あらためて麻植茂顧問の言う「ビジネスは１００％理である」が思い起こされる。
「やばいっ！こんな危機が来るなんて・・」と、うろたえているならば、最前線から一歩身を引いて頭を冷やした方が良い。「いまこそ
一発逆転、大きなチャンスをつかむぞ」などと考えてはいけない。資産運用担当の今野実先生が「予想外はあっても想定外はなくせ」
と言ったのを覚えているだろうか？要は、うろたえた段階でその勝負には負けているのだ。ビジネスも同じ。まずは、損を冷静に減ら
す姿勢が大事になる。
今回の市場の混乱をうっすらとでも覚悟していた人は、逆に勝負に出てよい。
卑近な例だが、人財アジアは、みなさんの応援のお陰で、相応に引き合いのある研修会社となった。ただここ２、３年、新規投資を控
えたのは、「いまのグローバル市場は、リーマンショック以降の過剰流動性という薄氷の上に成り立っており、いつ崩れてもおかしく
ない」との相場観からだ。従って、景気の先行きが不安視される今も、廉価で市場価値向上を応援する理念経営に徹する心理的余裕が
ある。
もし、運を少しでも味方につけられるとしたら、それは「冷静に流れを見極め、好機に乗るべき波に乗る」ことではないか。高い視点
あればこそ出来る、まさに「着眼大局」である。
もちろん偶然の幸運もある。本日ご寄稿者である朝日生命の菊池さんとは、共通の友人の紹介で出会った。まさに初対面の瞬間から意
気投合し、旧知の友人のようになった。今回大変ご多忙な環境下、素敵なメッセージをくださった。“心” を大切に思い、その通りに
行動する覚悟に、敬意の気持ちでいっぱいだ。

What s up?

（EAT代表　岡村 進）注 )この隔月ニュースの内容をさらに充実させ、発信していきたいです。メールアドレス等の変更は総務企画までお知らせくださいね！



乾いた組織からの脱却
今こそ「個の活性化」
が必要なのだ。

B-EAT
【B-EAT@東京】麻植顧問による特別講座を実施。

ビジネス予備校の OB/OG による地域を超えた繋がり

　　　　　株式会社人財アジア
〒100-0005 東京都 千代田区丸の内 1-8-3 丸の内トラストタワー本館 20 階
［TEL］03-6300-6460　［Mail］info@eat-star.asia

What s up?
清古　康之
Yasuyuki  Seiko
EATビジネス予備校 
丸の内クラス (４期生 )
第一生命保険株式会社
首都圏マーケット統括部

法人を中心に営業を推進し、手法を開発する部署に
勤務しています。EAT 入校後は〝人〟に焦点を充て
てネットワークを活かすこと、また、社会や環境の
変化と共に社外からの視線も特に意識するようにな
りました。毎月第 4 水曜日は勉強会（アドバイザー
＝岡村先生）を実施しています。様々な業界や企業
の比較は面白く、刺激的です。今年度からは社内だ
けでなく、社外の方（B-EAT も多数）も参加され
ています。ご興味がある方は是非、ご応募下さい。

What’ s up?　に掲載してみたいという EAT
の OB/OG、現役生の方を募集しています。
ご希望の方は事務局までお問合わせ下さい。

朝日生命保険相互会社
代表取締役専務執行役員
菊池 達也　氏
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同会場にて懇親会を実施。今回は、福岡からも 3名が参加し総勢 25名を超えての交流となりました。
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図
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特別寄稿
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れ
る
改
革
『
生

産
力
』
を
上
げ
る
こ
と
な
の
で
は

な
い
か
。

「
生
産
性
と
生
産
力
は
、
似

て
非
な
る
モ
ノ
」

私
は
、
弊
社
の
営
業
部
門
の
ラ
イ

ン
長
に
対
し
「
我
々
が
目
指
す
頂

は
あ
そ
こ
だ
。
全
員
で
完
全
登
頂

し
よ
う
。
た
だ
し
、
山
の
登
り
方

は
任
せ
る
。」
と
伝
え
て
い
る
。

人
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回
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せ
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だ
け
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な
く
、
自
ら
の
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性
を
活
か
し
た
人
間
ら
し
い
仕

事
の
や
り
方
を
進
め
る
。
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、
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タ
ル
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流
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ら
れ
な
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の
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ピ
ー
ド
感
で
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人
の

生
活
や
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会
と
の
関
わ
り
に
深
く
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み
込
ん
で
き
て
い
る
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会
社
に

お
け
る
日
常
を
見
て
も
、
メ
ー
ル

や
ネ
ッ
ト
の
文
化
が
浸
透
し
、
会

話
の
な
い
場
面
が
増
え
て
い
る
。
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